A Fundamental Study on the Concept of Tonality by 吉田,孝
調性概念に関する基礎的研究
吉　　　田　　　　孝
　(教育学部音楽科教育)
A Fundamental Study on the Concept of Tonality
　　　　　　　　　Takashi YOSHIDA
Ｌａｂｏｒａtｏｒｙof MIふｓｉｃＥｄｕｃａtｋon,Facul£y of Educa£io几
Abstract:This paper will be attempt to investigate the concept of tonality, that is 。ery
important and difficult contents of music education.　　　　　　　　　　　　I’
　In this paper, the tonality is described by five subordinate concepts as follows;
1) the system of scale, relactive structure of potches used in music;
2) the system of function, functional structure of pitches used in music;
3) the mode, relationship between system of scale and system of function;
4) the key (cho-shi), relationship between system of scale and absolute pitch;
5) the key (cho), relationship between system of function and absolute pitch.
Ｏ　は　じ　め　に
　音楽科において指導が難しいとされている内
容に「調性」がある．「調性」の難しさの理由
の一つとしては，学習指導要領や教科書におけ
る内容編成や記述の不備等の問題を指摘するこ
とができる．しかし，さらに根本的な問題とし
ては，「調性」とその下位概念である「音階」，
丁旋法」，「調子」等の概念が，音楽学において
も十分整理されず，また理論的にも不整合なま
ま，学校教育にもちこまれていることが指摘さ
れねばならない．
　もちろん，これらの諸概念はとくに意識化さ
れなくても，音楽的体験や音楽学習を大量に積
み重ねることによって，感性的に理解すること
は可能である．しかし学校において授業を受け
ている多くの子どもたちに，このような大量の
音楽的経験や音楽学習が保証されているわけで
はない．このような子どもたちに，大量の音楽
的経験と学習によってのみ獲得されうるような
内容が，理論的に不整合なまま学習課題として
提示されたとしても，それはとうてい達成可能
な課題とはなりえず，むしろ大量の音楽の「授
業嫌い」をつくりだす結果を導くことになろう．
　しかし，調性概念そのものは，音楽の理解や
表現にとって欠くことのできない.ものであり，
したがって音楽科の教育内容のひとつとして成
立する可能性はあろう．もちろん,･この場合調
性指導の現状の問題点の解決が前提になる．
　本論は，調性概念とその下位概念を，音楽科
の教育内容として成立させようという立場から，
これらの概念についての諸論を整理しつつ，整
合性のある概念体系に再構成しようとするもの
である．　　　　　　　　．-
　なお，記述にあたっては，次のような点に留
意した．
　１）調性概念やその理論がい.不整合なまま
　　である最大の理由は，･用語が無限定に使用
　　されていることにあるので，用語の限定的
　　使用をこころがけた．
　２）従来から存在する用語にういては，で
　　きうる限りそれを用いることにしたが，そ
　　れらの意味についてはもっとも狭義のもの
　　を採用した．
　３）従来の用語で説明の不可能なものにつ
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　いては，新しい用語を採用した．「音階シ
　ステム」「機能システム」等
４）従来意味の区別が明確でなかった用語
　については，それぞれを別の意味で用いる
　ことにした．例えば，「調」，「調子」，「調
　性」を意識的に区別してもちいることにし
　た．
５）’概念体系の構成にあたっては，ヨーロッ
　パ音楽のような特定の音楽作品だけでなく，
　種々の民族音楽をもふくめて，できるかぎ
　り多様な音楽作品にも適用できるものにな
　るようにこころがけた．ただし，本論は個々
　の民族音楽の調性をあきらかにすることが
　目的でないので，その説明は省略した．
６）本論では，諸概念の歴史的由来につい
　てふれず，その構造的意味について考察す
　るものとする．したがって，歴史的意味の
　記述は必要最低限にとどめることにした．
１
音階システム
　１．１音高空間
　音高空間は図１のような連続的な螺旋状のモ
デルに例えることができる．０
????ー?
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垂直線で結ばれる点はオクターブ関係にある
図１　音高空間のモデル
　螺旋状にあらわしたのは，オクターブ（振動
数比２：１）をなす２音が同じ音として把握さ
れるためである＊．すなわちこの螺旋モデルを
水平面に投影した場合に重なりあう点は，オク
ターブ関係にあることを示している．可能性と
いうことからのみいえば，人間は，この音高空
間に存在する無限の音の中から任意の音を選択
し使用することができる．しかし，実際には音
楽作品においてはこの中の特定の靴のみが使用
されていることが多い．ここに「調性」が問題
にされる根本的な理由がある．
＊オクターブという語は後述する全音階を前提にし
ているので，この段階でこの語を使用することは，
厳密にいえば正しくない．しかし，オクターブは現
在八度という意味よりも，同じ音と.して把握される
２音という意味でもちいられることが多いのでこの
語をそのまま使用した．
　１．２音階システム
調性においてまず明確にされなければならない
ことは，各々の音楽作品において音高空間から
どのような音が選択されているかということで
ある．
　音高空間は連続的なものだが，音楽作品に実
際に使用されている音は非連続的である．さし
あたっては，音楽作品に使用されている非連続
的な各音が相対的にどのような関係にあるかが
問題になる．
　音楽作品に使用されている音を高さの順に並
べその相対的音高関係をあらわしたものを「音
階」とよぶことにする＊．相対的音高関係のあ
り方によって音階を各種に分類することができ
る．
　各種の音階においてはその一つひとつの音に
は意味がないので，各々の音階はシステムとし
てとらえることができる．そこで，各々の音階
を「音階システム」とよびそれを構成する一つ
ひとつの音を「システムの要素」とよぶことに
ずる．
　＊本論においては，音階を主音（中心音）や絶対音
　高との関係を含まない，たんに相対的音高関係をあ
　らわすのみの概念として使用する．
１調性概念に関する基
３各種の音階システム
　1. 3. 1　全音階　　　　．
　さまざまな民族や地域にみられるという意味
において，最も代表的な音階システムは，全音
階である．
　全音階は音高空間を図２のような特定な相対
的高音関係によっ七，非連続な空間に分割する．
オクターブをなす２音を同じ音として把握し，
具体的な音高関係を捨象すると（螺施を水平面
に投影すると），.図３のようになめもりをもっ
たサークルにあらわすことができる．このサー
クルを「全音階サークル」とよぶことにする＊．
－フ
図２　全音階のモデル
　　　　　　ド
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レ
　　　　　　図３　全音階サークル
全音階は全音と半音からなる不均等分割であ
り，さらに全音と半音の位置関係が一定である
ので，システムの各要素に名称を与えることが
できる＊＊．すなわち階名である．本ノートで
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はドノレ，ミの階名を使用する．階名は音階シ
ステムの構造をあらわす極めて有効な手段であ
る＊＊＊．
　バロック，古典派，ロマン派の音楽作品や，
現在わが国で教材になっている音楽作品はこの
全音階によって構成されており，全音階の構造
を感覚的に理論的に把握しておくことは，音楽
作品の理解や表現にとって極めて重要である．
したがって，階名は音楽作品の理解や表現にとっ
ても有効な手段である．
＊全音階をあらわすのに五線譜を用いると循環論理
におちいってしまう．五線譜そのものが，全音階に
よって成立しているからである．このことを逆にい
えば，現在の五線記譜法を成立させてしまうほど，
全音階が音楽の発展に決定的な役割を果たした音階
システムであることを，示している．
＊＊ここでの「全音」「半音」は厳密にいえば近似
的なものであり，全音にも大全音（振動数比９：８）
と小全音（振動数比10:9）とめ違いがある．しか
しこれは調性論の問題というよりも，音律論の問題
であるので，これはおなじ音程として取り扱う．
＊＊タドレミ階名は半音の位置をあらわすために
Guido d'Arezzo (990頃－1050頃）が考察したも
のであり，各音の役割や絶対音高とは何の関係もな
い．したがって，階名を絶対音高をあらわす音名に
転用したり（固定ド唱法），短調の主音をドとよん
だりすることは，便法ではあっても根拠のないこと
である．ドレミとおなじはたらきをする別の階名も
存在する．たとえば中国には「宮，商，角，徴，羽」
という階名が存在し，これは「ファ，ソ，ラ，ド，
レ」にあたる．（ミは変宮，シは変徴）これらをド
レミによみかえることは理論的には許容されるべき
であろう２）．
　1. 3. 2　五音音階等
　全音階の他にも，多種多様な音階システムが
存在するのは，当然のことである．とくに世界
め民俗音楽には，全音階の要素の一部を使用し
たものが多い．
　図４は半音をふくまない五音からなる音階シ
ステムで，我が国の民謡をはじめ世界中の民俗
音楽にみられるものである．これは全音階のファ
，シを含まないので「ファシ抜き五音音階」と
でもよぶことができる．
　図５は，我が国の「都節」の音階システムで
あり，「レソ抜き五音音階」とよぶことができ
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る．また，沖繩地方にはミ，ラをふくまない五
音音階システムも存在する．
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図４　ファシ抜き五音音階
図５　レソ抜き五音音階
　五音音階以外にも，二音，三音，四音からな
る音階システムも多種存在している．
　例えば，日本のわらべうたのなかには，レ，
ドの二音で構成されたものが多いし，またヨー
ロッパにはソ，ミの二音で構成されたものが多
い　．
　いずれにしても，これらの音階システムは全
音階の階名を転用することで，その構造や相対
的音高関係を明確にしめすことができる＊．そ
れゆえに，階名は，これらの音階システムで構
成された音楽作品の理解や演奏にとっても，有
効な手段になりうるのである＊＊．
＊もちろん，全音階がさきにあって，そこから一部
の音が抜きだされて使用されたという意味ではない．
全音階と比較するとそのような構造になっていると
いう意味である.
＊＊二～五音からなる音階システムの各要素階名を
対応させる場合，たいてい何通りかの対応のさせか
たがあるレたとえば，「フア.シ抜き五音音階」は
「シミ抜き五音音階」とも「ドフア抜き五音音階」
ともよぶことができる．理論上はどれをとっても誤
りとはいえないであろう．ただし，ソルフェージュ
において二音階～三音階～四音階～五音階～全音階
といった順序で音程感覚を習得させようとする場合
にはこのことは配慮されなければならない．この点
については別の機会にのべる．‥
　1. 3. 3　半音階と全音音階
　これまでに述べた音階システムは音高空間を
不均等に分割したものであったが，音高空間を
均等に分割する音階システムも存在する．
　図６は，音高空間を半音ごとに分割した半音
図６　半　音　階
図７　全音音階
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階で，20世紀の現代音楽で多々使用されている
音階システムである．（１オクターブあたり12
音からなりたっているので，12音音階ともよば
れている．
　図７は，音高空間を全音ごとに分割した全音
音階であり，ドビッシーが最初に使用したとい
われる音階システムである．
　これらの音階システムの要素には全音階の階
名を対応させることができない．半音階の場合
には要素の数が多いのでもちろん不可能である．
また全音音階の場合には，全音階サークルと全
音音階サークルを重ね合わせたときにこのサー
クルをどのように回転させても一致しない要素
があることを考えれば明らかである．
　そればかりか，このような音階システムの要
素には名称をつけること自体が不可能なのであ
る．均等分割であるために，この音階システム
そのものに基準になりうる位置を設定すること
ができないからである＊．
　このような音階システムで構成された音楽作
品に対しては，当然のことながら階名は無力で
ある．しかしこのことを理由に階名を否定する
ことはできない．階名を否定するとすればこの
ような音楽がほとんど中心になってしまう場合
だが，そのようなことは，現実にはありえない
ことである．
＊全音階の場合には，全音が２度連続する部分と３
度連続する部分があり，２度連続する部分の３音の
最下音がドというように相対的な音高関係にあって
も基準になる位置を設定することができるのである．
　1. 3. 4　その他の音階システム
　世界中に存在する音階をあげれば数かぎりな
いし，本論はそれらを紹介することが目的では
ない．
　音高空間は連続的な構造であるので，この空
間は無限に分割可能である．そして人間は意識
的にこの空間を分割できるので，音階システム
の数も無限にあると考えることができる．
　現実にも，オクターブをこえる音階システム
やオクターブを７分割したような音階システム
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も存在している．ざらには，分割そのものを否
定し連続的な音高を使用する音楽も考えられる
であろう＊．
　いずれにしても，これらの音階システムにつ
いては，音楽作品にそくして具体的に説明する
以外にないが，一つの音階システlムとしてとら
えることができる．
＊このような音楽作品をどのように評価するのかは
全く調性論とは別の問題である．
２　機能システムと施法
　２．１機能システム　　　　　　　　　．
　音階システムにおいては，そのシステムを構
成する諸要素の一つひとつが音楽作品のなかで，
どのような役割を果たすのかということに関し
ては，まったく問題にしなかった丿
　しかし不均等に分割された音階システ,ムの諸
要素は，音楽作品の中では各々が固有の役割を
分担するのである．もちろん，役割分担のしか
たはいつも一定ではなく，音楽作品によって異
なった分担のしかたをするのである．このこと
は次のようにモデル化して考えることができる．
　ある音階システムをＸとし，それがｎ個の要
素をもっているとする．これを,.つぎのように
あらわすことができるに
　　　χ= {x,,χ2，･……χｎ｝
　そして，要素ｘl，ｘ2ご……ｘ。が各々Yi'
y2／……y3なる役割全体をＹとすると
　　　Ｙ°(y,. ■……yｌ｝
となる．このＹを「機能システム」とよぶこと
にする＊．そして，音階システムにさまざまな
種類があるように，機能システムにもさまざま
の種類がある＊＊．
　ここではまず調性にとって重要なことは，音
階システムがいかなる機能システムと対応して
いるかということである゛゛゛．
＊機能システムという概念は筆者の考案によるもの
である．機能システムという概念こそ旋法や調性を
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あきらかにするための不可欠な概念である．これま
での，旋法や調性の記述においてはこの概念が欠落
していたためにわかりづらいものになっていたと考
えられる.
＊＊機能システムの種類については，旋法といっしょ
に後述する.
＊＊＊音階システムによっては，その各要素の役割
を特定できないものがある．例えば均等分割された
音階システムには，基準になる要素がないので，役
割を特定することができない．このような場合には，
必然的に音階システムに対応する機能システムも特
定できない．これを「機能システムの不定」.という
ことにする．
　２．２旋　　法
　音階システムを特定し，さらに機能システム
を特定したとすれば，次にその各々の諸要素が，
いかなる対応関係をもつかが問題になる．両シ
ステムが特定されたとしても，要素と要素の対
応関係が異なる場合がありうるからである．
　先にのべたモデルにそくしていえば，ｘ　は
つねにｙ　と対応するのではなく，ｘ　が，ｙ
やｙ　と対応することかありうるのである．
　ここでいう音階システムの各要素と，機能シ
ステム各要素の対応関係のありかたが「旋法」
である＊．
　整理すれば，旋法は次の３点に規定されてい
るということになる．
　１）音階システムの種類
　２）’機能システムの種類＊＊
　３）音階システムの要素と機能システムの
　　要素の対応関係
＊従来の調性指導においては，旋法を軽視していたこ
それは，「旋法」と「調性」を対立する概念として
みていたからである.すなわち18～19世紀のヨーロッ
パの音楽作品には「調性」という概念をもちい，教
会音楽や民俗音楽には「旋法」という概念をもちい
てきたのである３）．それは，18～19世紀のヨーロッ
パ音楽では，「旋法」についてはとくに言及しなく
ても自明のこととして捉えられていたためであって，
旋法が存在しなかったためではない．したがって，
多様な音楽作品を把握するためには，旋法に対する
理解は不可欠であり，旋法という概念によってこそ，
18－19世紀の音楽作品の特性も明らかにできるので
ある.
＊＊機能システムが不定であれば，当然，旋法を特
定することもできない．このような場合「旋法の不
定」とよぶことにする．
２。３各種の機能システムと旋法
　2. 3. 1　和声的機能システムと旋法
　まず，全音階に対応する機能システムについ
てのべることにする．
　ふつう「長調」とよばれている音楽作品には
全音階に対して図８のように機能システ,ムが対
応している．．
???
??
図８　長　旋　法
　この機能システムは基本的には，その根源を
和声においているので，「和声的機能システム」
とよぶことができる：
　さらに，この中で全音階と和声的機能システ
ムの各要素は特定の対応関係をもっている．す
なわち，全音階システムの要素ドが，和声的機
能システムの要素主音に対応しており，そのこ
とが，他の要素間の対応関係をも決定している
のである．
　このように考えるならば「長調」とは，旋法
の一種に他ならない．すなわち，
　１）全音階
　２）和声的機能システム
　３）ドが主音という要素間の対応関係
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をとる旋法である..したがって，「長調」とい
うよりも「長旋法」とよぶほうがより適切であ
ろう＊．
　さて，全音階に和声的機能システムが対応す
る旋法はもう一種存在する，すなわち，「短旋
法」である．これは図９のようにラを主音とす
る旋法である＊＊．
??
???
図９　短　旋　法
　ところで，全音階と和声的機能システムが対
応する旋法は，この二種以外にはありえない．
機能システふが和声的であるためには次のよう
な前提をみたしていなければならない．
　１）属音は主音より完全５度高い．
　２）下属音は主音より完全５度低い．
　３）主音，属音，下属音の各々を根音にし
　　て三和音を構成したときにその三和音は同
　　じ種類でなければならない＊＊＊＊＊＊＊・
　ド，ラ以外の要素を主音に対応させると，こ
の条件をみたさないのである.
　18～19世紀のヨーロッパ音楽はこの和声的機
能システムを前提とした「長旋法」と「短旋法」
の音楽である．
　＊「長調」，「短調」といういいかたはハ長調，へ長
　調，イ長調，ニ短調等を分類して，まとめていう場
　合使われているようである．しかしここで「調」に
　かかっているのは，「調」や「短」ではなく，むし
　ろ「ハ」，「ぺ」，「イ」，や「ニ」である．したがっ
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て，「長調」や「短調」を独立して使用するのは，
あまり適切ではないので，「長旋法」「短旋法」と
いうよびかたをとった.
＊＊主音との対応関係から，「ド旋法」「,ﾗ旋法」
といういいかたをする場合もある．しかしこのいい
かたをすると，他の音階システムや機能システムを
とっている場合と.区別できなくなるので，不正確で
ある．ただし，音階システムと機能システムがすで
に明らかになっている場合，あるいはそれらを並記
するならば，このいいかたは要素間の対応関係をあ
らわすものとして有効である.
＊＊＊これは構造をとらえる上での前提であって，
和声的機能システムがこのことを前提に生まれたと
いうことでも，また和声的機能システムを前提とし
て，長旋法や短旋法が成立したということでもない.
＊＊＊＊短旋法におけるソをふつうは「導音」とは
よばない．ただ，この音に対する名称が存在しない
ので便宜的にこれを使用することにしたのである．
また本論においては，短旋法のソやフアの上方変化
についても問題にしない．旋法を規定するための基
本的な指標を明らかにすることが目的であるからだ．
　2. 3. 2　教会旋法
　教会旋法とは，グレゴリオ聖歌およびそのほ
かの中世音楽を構成する諸旋法の総称である．
　教会旋法はすべて音階システムとしては全音
階である．
　教会旋法の機能システムは次のようにまとめ
ることができる．
　１）音域は１オクターブである．
　２）終止音，副終止音，最低音なる要素を
　　もつ．（他の要素にはとくに名称はない.）
　終止音とは文字通り，旋律の終止音である．
副終止音は，属音ともよばれるが，これは終止
音より五度高い音という意味ではなく，詩編唱
などで，反復朗誦される音である．また最低音
とは，音域が１オクターブに限られるために，
意味をも｀つてくるこのシステムに独特な要素で
ある．
　そして，この３つの要素が，全音階のどの要
素に対応するかによって，具体的な旋法が決定
されるのである．
　ここで注意すべき点は，この機能システムの
要素がつねに一定の音程関係にあるわけではな
いということ，さらには音階システムの要素と
必ずしも１対１の対応をしているわけではない
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ということである．具体的にいえば．終止音
と副終止音とめ関係は，５度の場合も，３度，
４度の場合もある．また，終止音が最低音と同
じ場合もあれば，最低音の５度上にある場合も
△
Ｘ
ドリア旋法
(第１旋法)
４
リディア旋法
(第５旋法)
　エオリア旋法
　　(第9旋法)
　　　　χ
○
ロクリア旋法
Ｚ
Ｘ
ヒポドリア旋法
　(第２旋法)
Ｘ
ヒポリディア旋法
　(第６旋法)
　　４
○
　ヒポエオリア旋法
　(第10旋法)
ヒポロクリア旋法
ある．
　図10は全音階の要素と教会音楽の機能システ
ムとの関係を具体的に示したものである5).
フリギア旋法
(第３旋法)
ミクソ･リディア旋法
　　(第７旋法)
イオニア旋法
　(第11旋法)
（1）終止音
４属音
Ｘ最低音（最高音）
図10　各種の教会旋法
４
ヒポフリギア旋法
　(第４旋法)
４
ヒポミクソリディア旋法
　　　(第８旋法)
ヒポイオニア旋法
　(第12旋法)
zす
調性概念に関する基礎的研
　この中で終止音と最低音が一致するものはま
とめて「正格旋法」とよばれ，また終止音が最
低音より５度高いものは「変格旋法」とよばれ．
ている．
　ところで，終止音を主音，副終止音を属音と
いうふうに読みかえるならば，エオリア旋法は
短旋法に，イオニア旋法は長旋法に類似してい
ることがわかる．機能システムが異なっている
ので，これらを同じ旋法としてみることはでき
ないが，歴史的には,･多くの論者が指導するよ
うに，イオニア，エオリア両旋法が，長旋法，
短旋法成立の契機になったことは事実であろう＊．
＊歴史的には，第８旋法までが最初に成立したもの
であり，それ以外は後に成立したものである．また，
ロク･リア旋法とヒポロクリア旋法は，理論上で成立
しただけであって，実用化はされなかった．
　2. 3. 3　その他の旋法
　世界中には無数の音階システムがあり，また
無数の機能システムがあることを考えるならばノ
両者の対応関係によって成立する旋法は，それ
にもまして無数に存在することがわかる．した
がって，重要なことは，機能システムにどんな
種類があり，また旋法にはどんな種類があるか
ということではなく，各々の音楽作品にあらわ
れた旋法の性格をあらわすための指標をあきら
かにしておくことである．そして, 2.2でしめ
した旋法の規定は，ほとんどの音楽作品の旋法
の性格を明確にあらわすことができるのである．
　ここでは，そのことを日本の民謡やわらべう
たに適用七てみることにする．
　これらの音楽における機能システムは次のよ
うに規定することができる．
　１）２つのテトラコードがコンジャンクト
　　されたシステムである．
　２）要素として，「主核音」「上部核音」
　　「下部核音」「上部中間音」「下部中間音」
　　をもつシステムである* 6)
　まずテトラコードについて説明しておかなけ
ればならない．
　テトラコードとはまずそれ自体として独立し
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て，三音音階システムに対応するひとつの機能
システムである．それは４度音程をなす２つの
核音と中間音という３つの要素からなりたって
いる．そしてこのシステムと三音音階システム
が対応することによって，施法が規定される．
それぞれは次のようによばれている＊＊．
　レードーラ　　民謡テトラコード
　ソーミーレ　　律テトラコード
　ラーファーミ　都節テトラコード
　ファーミード　沖縄テトラコード＊゛･＊
　テトラコードのコンジャンクトとは図11のよ
うなものである．
″'｀完全四度゛ゝ
←
??? ??? ???
r一完全四度、、
←
??? ???
　　(中間音の位置は任意)
　　　　↓
／'完全四度こごヤユ完全四度・
????
図11
－ア
?????
トラ
?? ?????
コードのコ.ンジャンク
コンジャンクト
????
ト
　　　　　　ディスジャンクト，
図12　コンジャンク,トとディスジャンクト
???
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　ところでオオクターブをおなじ音としてみる
と上部核音と下部核音は２度音程をなしている
ので図11は図12のようにあらわすこともできる．
このような上部核音と下部核音との関係はディ
スジャンクトとよばれている．
　さて，このような機能システムがいくつかの
五音音階システムと対応することによって独特
の旋法が成立する＊＊＊＊．
　図13はファシ抜き五音音階と対応した旋法で
あり「陽旋法」とよばれている．陽旋法は，図
14のようにあらわされることが多いがこれは主
核音から主核音までまでの１オクターブの構成
をあらわしたものにすぎず，陽旋法の構造を正
確にあらわしているとはいいがたい．
????
?????
　　　　　　　図13　陽　旋　法
　ところで，ファシ抜き五音音階とこの機能シ
ステムが対応している場合，他の旋法も当然考
えられる．たとえば，実用化されているかは別
として図15や図16のような旋法も考えられるの
である．
　さてここで明らかにした機能システムは他の
五音音階システムとも対応できるし，また，そ
の要素間の対応関係によってさまざまな，種類
の旋法が成立するのである．図17にそれらをま
とめて掲げることにする．
レ
ド
ラ
ソ
こ
ー
レ
図14　陽旋法（その２）
????↑
????
??????
図15　ソを主核音とする場合
　日本の音楽はすべてが五音音階叱なっている
のではなく，全音階のものもある．したがって
日本の音楽すべてがこのような機能システムに
よって説明できるわけではない．ここに示した
ように，音階システムと機能システムとの対応
関係によって，旋法の性格をあらわすという方
法論には妥当性があるであろう．もちろん，さ
まざまな音楽作品の機能システムについて明ら
かにしてい_く作業が前提となる．
???
????
??????
調性概念に関する基礎的研究
??????
図16　ラを主核音とする場合
??
????
??
????
沖繩の旋法
??? ?
？上
核部
音
　　　　μ
　陰　旋　法音
図17　各種の旋法
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＊この名称は筆者が機能システムを説明するために
考えだしたものである.
＊＊個々のテトラコードをひとつの旋法と規定でき
るかどうかについては，いまのところ明確ではない．
正確にいえば，「ひとつの旋法になっているものも
ある」といえるだけである．例えば，民謡のテト
ラコードについていえば，これ自体独立した旋法と
して，ある特定の音楽作品を構成することかありう
るが，律のテトラコードが単独で作品を構成してい
る事例は筆者の知るかぎりにおいてはないのである．
＊＊＊もちろん，旋法をどのような階名をつかって
あらわそうと，音程関係さえこわれなければ，まっ
たくさしつかえはない．民謡のテトラコードは，ミー
レーシでもソーファーレでもラーソーミでもよいの
である.
＊＊＊＊ここに重要な理論的課題が内包されている．
陽旋法は次のような二通りの見方をすることができ
る．
１）機能システムとしてのテトラコードがコンジャ
　ンクトされて新たな機能システムを構成し，それ
　がファシ抜き五音音階と結びつき，主核音がレと
　対応することによって，陽旋法が構成されている
　とみる見方
２）民謡のテト.ラコードと律のテトラコードとい
　う２つの旋法がコンジャンクトされて，陽旋法が
　構成されているという見方　・
　どちらの見方をとるかは，テトラコードを独立し
た旋法としてみるかどうかにもよるが，筆話は次の
理由から１）の見方をとっている．第１はデトラコ，
ドはコンジャンクトされることによって，両テトラ
コニドに共通した核音（主核音）が重要な意味をも
つこと叱なる．この主核音を中心にしてもとのテト
ラコードによっては説明できない新たなシステムが
形成されるのである．すなわち，新たな機能システ
ムを固有の機能システムとしてみなしうるからであ
る．第２は，実際め作品においては，その作品を民
謡のテトラコードによって構成された部分と律のテ
　トラコードによって構成された部分に分離すること
ができるわけではなく，したがって二つの旋法とし
てではなく，ひとつの旋法とみなされるからである．
　２．４旋法における中心音
　機能システムには，さまざまな種類があるが，
どのシステムにも共通した特徴は，システムが
中心になる音を持っているということである．
和声的機能システムにおいては主音，教会音楽
の機能システムにおいては終止音，日本の民謡
においては主核音がそれにあたる．これらは，
たいていの場合音楽作品全体を支配する音であ
り，また終止につかわれる音である．そこで，
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機能システム全体の構造を捨象して，音階シス
テムおよび音階システムのどの要素が主音にな
るかということに注目することによって，無数
に存在する旋法を大きく分類することが可能で
ある．
　例えば，長旋法とイオニア旋法はどちらも全
音階でできており，さらに中心音はドになるの
で，「ド旋法」としてまとめることができるこ
とになる．
　このように考えると全音階にもとづく旋法は，
わずか７種にまとめることができるし，五音音
階にもとづくものでも，「ファシ抜きレ旋法
「陽旋法」）というように簡潔なよびかたが可
能になる．このように考えるならば，旋法は図
18のように機能システムの抽象的モデルである
　「中心音サークル」と音階サークル（この場合
は全音階サークル）をつかって簡単にあらわす
ことが，可能になる．
???
　　　　　内側が全音階サークル
　　　　　外側が機能システムの抽象的モデル　　　　　としての中心音サークル
　　　　　回転によって中心音の位置をかえる
　　　　　ことができる
　　　　　　　図18　旋法のモデル
　旋法をこのようにまとめてとらえることは，
指導上ではかなり有効である．実際に無数に存
在する機能システムについて一つひとつ指導し
ていくことは不可能であろうし，またそれほど
意味のあることでもない．とくに小中学生にとっ
ては，このようなまとめかたで，十分であろう．
このようなまとめかたが，旋法の性格にあらわ
すものでないことは，十分考慮にいれておくべ
きであろう．
　３　絶対音高と調子
　３．１絶対音高
　本ノートの１．１において，音高空開か螺旋
状のモデルであらわされることをしめした．こ
の螺旋の各点は絶対的な尺度了あらわすことも
可能である．これが絶対音高である．螺旋のす
べての点をあらわすためには，振動数をつかう
しかないが，このなかの特定の点には，名称が
つけられている．これが音名である．それる図
19のようにあらわすことができる．そして，オ
クターブをなす２音を同じ音として把握すれば，
図20のようにサークルによってあらわすことが
可能である．これを絶対音高サークルとよぶこ
とにする．
イ
嬰イ
(変口
イ
嬰ニ
嬰ニ
(変ホ)
　　　，嬰へ　ヘ　　ホ
　　　（変ト）
図19　絶対音高のモデル
ノゝ
　嬰へ
（変卜）
嬰ハ(変ニ)
図20　絶対音高サークル
嬰二
(変ホ)
調性概念に･関する基礎的研究（吉田）
　３．２調‘子
　音階システムは，その要素間の相対的音高関
係によって規定されたが，音楽作品においては，
その各々の要素は絶対音高をもっている．そこ，
音階システムの各々の要素と絶対音高との対応
関係を「調子」とよぶことにする7.）.
＊ここでは「調子」の概念に機能システムと絶対音
高との関係のみをあらわす概念としてとりあつかう．
３。３種々の音階システムにおける調子
　3. 3. 1　全音階等における調子
　全音階については，その要素であるド，レ，
ミ，フア，ソ，ラ，シのうちの任意の音の絶対
音高を明らかにすることによって，「調子」を
特定することが，可能である．たとえばシの音
が嬰へであるとすれば，他のド，レ，ミ，フア，
ソ，ラは，それぞれト，イ，０，ハ，ニ，ホと
確定できるからである．この状態を音階サーク
ルと絶対音高サークルをつかってあらわすと，
図21のようになる．
イ
　　　　　嬰へ
内側のサークルは回転可能
その位置によって調子が決
定される
図21　調子のモデル
嬰ニ
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　このサークルのうちの内側のサークルは，相
対的音高関係をあらわしているにすぎないので，
回転が可能なものである．したがって，回転に
よってできる調子は無数である．シの位置を音
名のない絶対音高に位置づけることも理論的に
可能であるし，またそのように演奏（歌唱）し
ている現象も実際にありうる．しかし，音名を
つかってあらわすことのできる調子は12種しか
ない．
　ところで，調子をあらわすのに全音階のどの
要素（階名）の絶対音高であらわそうとそれは
まったく自由である．ただし，五線記譜法にお
ける調号の指導とむすびつけるならばシ，およ
びフアの位置を基準にすることが，もっとも妥
当性がある＊．このことは調号そのものの性格
に由来している．
　調号は全音階のシの位置あるいはフアの位置
を特定することによって，調子をあらわす記号
である．それを，譜例１，２によって，説明す
ることにする．
譜例１ 右端シャープ（シの位置）
↓
譜例２　　右端フラット･（ファの位置）
　　　　　　↓
　譜例１は嬰記号によってあらわされる調子の
ひとつであるが，この場合右端の嬰記号の位置
が階名のシであることをあらわしている．した
がって，この調号であらわされているのは，シ
が嬰ハである調子である．このように，嬰記号
であらわされる調子は右端の嬰記号をシとみれ
ばよいのである＊＊．
　譜例２は変記号によってあらわされる調子の
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ひとつであるが，この場合右端の変記号の位置
が階名のファである'ことをあらわしている．し
たがって，この調号であらわされているのは，
ファが変イである調子である．このように変記
号であらわされる調子は右端の変記号をファと
みればよいのである．
　全音階以外の音階システムにおいても，その
システムが全音階の階名をつかってあらわすこ
とのできるシステムであれば，全音階の場合と
まったく同じように，音階システムの任意の要
素の絶対音高をあらわすことによって，調子を
特定することが可能である．図22はファシ抜き
五音音階のレがｲ音であることをあらわしてい．
ただし，この調子が五線にあらわされたときに
は，シの音が実際には存在しなくても，シがあ
るものと考えて調子を判断しなければならない
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図22　フアシ抜き五音音階と絶対音高との関係の例
譜例３
ので注意を要するが，譜例３のように表記する
のが妥当であろう＊＊＊
＊ドの位置やラの位置であらわすことも，誤りでは
ないが，旋法概念まで立ち入ることになりやすく，
混乱を生じさせやすくなる．ここでいう調子の概念
には，旋法概念や機能システムをふくめていないの
で，かえって旋法の中心音になりにくい階名であら
わすほうが，指導上からみても妥当性があるといえ
よう．
＊＊これは，「シャープはシ記号，フラットはファ
記号」という，基本的な原理である．また，これを
逆に「シャープはフ，フラットはシ」といいかえる
と，今度はある調号に新しくシャープやフラットを
加える位置を教える原理になる．すなわちまとめる
と，「シャープはファをシにかえる記号，フラット
はシをファにかえる記号」ということになる．
＊＊＊
場合によっては，シがでてこないことから，
譜例４のように調号を省略して記したものがある．
この場合は同じ音階システムであっても，ラシレミ
ソと階名を読むべきであろう．五音音階の表記につ
いては，混乱のおきないように十分注意が払われる
べきであろう．
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図23　半音階と絶対音高
　　　シがなくても丼をつける
　　　｀レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　　　　　　レ　　　ミ　　　　　ッ　　　　ラ　　　ド　　　レ
譜例４
＃をつけない場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　９
.＿___＿_＿＿.＿-__＿ら＿＿．　　四皿--
調性概念に関する基礎的研
　3. 3. 2　半音階，全音音階における調子
　半音階や全音階は半音または全音ごとの均等
分割であるので，絶対音高をひとつ示すならば，
調子を特定することができる．図23は半音階の
事例であり，図24は全音音階の事例である＊．
イ
／ゝ
図24　全音音階と絶対音階
　両者とも調子の数は理論的には無数であるが，
音名によって，あらわすことができる調子は半
音階の場合は１種類，全音音階の場合は２種類
しかない．
＊半育階や全音音階をもとにした調子に名称をつけ
ることはほとんど意味がない．全音音階のばあいに
は，「ハを使用する調子」と「嬰ハを使用する調子」
ということで，区別できる．
　3. 3. 3　その他の音階システムにおける調子
　全音音階の階名であらわすことのできない，
音階システムであっても，調子を特定すること
は可能である．この場合も音階システムの要素
のひとつの絶対音階を示すことで，十分である．
４　調と調性
　４．１調
　ここでは，まず調と調子を区別することにす
る．前述したように，調子とは音階システムの
各要素と，絶対音高との対応関係であった．こ
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れに対して機能システムと絶対音高との対応関
係を「調」とよぶことによる．
　調は，機能システムとその中心音の絶対音高
を示すことによって，特定することができる．
機能システムの構造を捨象すれば，調は中心音
の音名によって，「ハ調」，「ト調」のようによ
ぶことができる．このことは，図25のように中
心音サークルと絶対音高サークルに,よってあら
わすことができる．
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外側は絶対音高サークル
内側は機能システムの抽象的モデル
としての中心音サークル
中心音の位置が調を示す
　　　図25　調のモデル
　機能システムの構造を捨象しない場合には，
これに機能システムの名称や構造を並記するし
かない．
　機能システム不定の場合には，もちろん，調
を特定することはできない．
　４．２調　　性
　ここで，調性の規定を行うまえにこれまでに
あきらかにしてきた概念について整理しておき
たい．　　　　　　　　　　　　　ト
　１）音階システム：音楽作品を構成する音
　　の相対的音高関係
　２）機能システム：音楽作品を構成する音
　　の役割構造･
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　３）旋法：高階システムと機能システムの
　　要素間の対応関係
　４）調子：音階システムの諸要素と絶対音
　　高との対応関係゛
　５）調：機能システムと諸要素と絶対音高
　　との対応関係
　これらをすべてを包括した概念が，「調性」
にほかなら･ない．したがって，音階システム，
機能システム，旋法，調子，調は調性の下位概
念であり，これらのすべてを特定することによっ
て，調性を確定することができるのである＊．
　　＊下位概念において，その性格を特定できないも
　のがある場合，調性の確定もできない．例えば音階
　システムが半音階である場合，機能システムや旋法
　は不定である．したがって調性も確定しない．この
　ような場合，「調性不定」とよぶことにする．普通
　は「無調性」とよばれているが，こうよぶほうが，
　その性格をあらわすものとしては，妥当であろう．
　４．３調性の記述．
　調性は音階システム，機能システム，旋法，
調子，調によって規定されるが，調性の記述に
おいては，これらのすべてをあらわす必要はな
い．その理由は次のとおりである．
　まず，ある旋法は当然ある特定の音階システ
ムと機能システムを前提としているので，旋法
をあらわすことは，同時に音階システムおよび
機能システムをあらわすことになる．また，調
子も特定の音階システムを前提にしているので，
調子をあらわすことは音階システムをもあらわ
すことになる．そして，調は特定の機能システ
ムを前提にしているので，調をあらわすことは
機能システムをあらわすことになる．
　さらには，旋法と調子を特定するならば，同
時に調も特定される．同様に旋法と調が特定さ
れるならば調子が，調と調子が確定されるなら
ば旋法が特定される．このことは，音階サーク
ル（全音階を例にする），機能システムの抽象
的モデルである中心音サークル（ここでは和声
的機能システムの抽象的モデルと仮定してみる），
絶対音高サークルをくみあわせてみれば，明確
になる．
イ
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絶対音高サークル
中心音サークル
全音階サークル
　　　　　　　図26　調性のモデル
　図26においで，全音階サークルと中心音サー
クルとの関係を固定し，さらに全音階サークル
と絶対音高サークルの関係を固定するならば，
必然的に中心音サークルと絶対音高サークルと
の関係も固定される．このことは旋法と調子が
特定されることによって，調が特定されること
をあらわしている．他の場合については，説明
の必要はあるまい．
　以上のこ･とから，調性を記述するためには，
旋法，調子，調のうちいずれか２つをあらわせ
ばよいことが明らかになる．どの２つによって
あらわすかは全く自由であるが，ヨーロッパの
音楽においては，旋法と調によってあらわすこ
とになっている．また他の民族には，旋法と調
子によってあらわすものも見られるが，調子と
調によってあらわす習慣はみあたらない．ヨー
ロッパの中心的旋法である長旋法や短旋法の場
合，他の旋法と比較して，中心音（主音）の支
配がとりわけ強いので，調子よりも調を重視し
たのであろう：
４。４表記法にかんする問題
調性を記述する方法については，以上のべた
調性概念に一関する基礎的研究（吉田）
とおりだが，実際にそれが表記法として定着し
ているのは，ヨーロッパの和声的機能システム
にもとづく音楽についてのみである．すなわち
ハ長調，イ短調といった表記法である．ハ長調
の「長」が長旋法であることをあらわし，「ノヽ」
は主音がハであることをあらわしていることは，
楽典の常識であるが，これは，旋法と調を記述
したことに他ならないのである．
　このような表記法に対して他の機能システム
にもとづく音楽作品の調性については，個々の
民族，個々の時代によっては固有の表記法が存
在していても，ヨーロッパにあるような明確な
表記法は存在しない．ゆえに，それら作品の調
性については，旋法の表記にとどまることが多
いのである．例えば，陽旋法の作品の場合，現
象として，調子，または調が存在するのである
が，それを記述する方法はないのである．「二
調陽旋法」なるいいかたも当然考えられていて
もよいが，いまのところ合意されていないので，
「ニを中心音とする陽旋法」と具体的に記述す
る以外にない．
　特殊なものをのぞいてほとんどすべての音楽
作品に適用できるような，調性の表記法を確立
することは，音楽理論にとっても教育内容論に
とっても，重要な課題であろう．
５　おわりに
　最後に，以上のように調性をとらえることに
よって導きだされる調性指導の基本的な留意点
を明らかにしておきたい．
　第１は，調性指導においては，ここであきら
かにした調性の下位概念の一つひとつを感性的
にも理論的にも正確に把握させていくことであ
る．これまでの調性指導においては，下位概念
についての指導がなされないまま，「ノヽ長調」
や「イ短調」などの特定の調性が順次指導され
ることが多かった．そのため，調性は，子ども
にとって，感性的・理論的に理解する対象では
なく，「覚える」対象となってきた．下位概念
の獲得が，「調性」の全体的構造を理解するた
めの前提である．
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　第２は指導場面においては，調性と下位概念
とが極力混同しないようにすることである．と
くに用語を限定的・意識的に使用することが重
要である．例えば，「バ長調の音階」，「長調の
音階」，「日本音階」などといういいかたをする
と，「音階」が調性をあらわす概念になったり，
旋法をあらわす概念になったりしてしまう．こ
のような用語の無限定的な使用が，調性指導を
困難なものにしていくのである．
　第３は調性指導は，読譜指導との整合性が保
たれなければならないということである．読譜
指導ととくに関連の深い下位概念は音階システ
ムと調子である．音階システムにおいて，とく
に全音階を感性的に，また理論的に把握するこ
とが，調性指導において重要であることは，本
論中においてのべたとおりであるが，この全音
階を感性的に把握させる指導こそが，読譜指導
の中心的な部分にあたる．読譜とは，階名を媒
介にして音高関係をイメージすることに他なら
ないか,らである．この能力が定着すれば，調子
については，本論中でのべたように，「シャー
プはシ記号，フラットはフア記号」の原理によっ
て，容易に解決されるであろう．
　このような点に留意しつつ，音楽科のカリキュ
ラム全体の中で，調性およびその下位概念をど
のような順次性で配列し，またその一つひとつ
の概念を獲得させるために，どのような授業プ
ラ’ンを作成していくか，という点について検討
していくことが実践的な研究課題となる．
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